
次期「農林水産業アクションプログラム」の策定について 

 

令和２年６月 26 日 

農 林 水 産 局 

 

１ 趣旨 

平成 30 年３月に策定した「農林水産業アクションプログラム（第Ⅱ期）」の計画期間が今年度

で終了することから，次期アクションプログラムを策定する。 

 

２ 策定の考え方 

（１）基本的な考え方 

① これまでの取組状況，成果と課題，新型コロナウイルス感染症による農林水産業への影響

など考慮すべき社会情勢も加味し，次期広島県総合計画（以下「次期ビジョン」という）に

定める 10 年後の目指す姿に到達できるよう，県が主体となって重点的に取り組む施策につ

いて，具体的な取組を行動計画（アクションプログラム）として定める。 

② 次期ビジョンを踏まえるほか，国の「食料・農業・農村基本計画」や県の「中山間地域振

興計画」との連動を図る。 

③ 策定にあたっては，市町，関係団体，県民等の意見を十分に踏まえる。 

④ 持続可能な開発目標（SDGｓ）に対する国内外の関心の高まりを受け，本県においても，

環境に配慮した生産活動や県産農産物の安定的かつ継続的な供給に向けた取組を推進する

ことで，持続可能な農林水産業の仕組みを構築し，競争力の強化に繋げていく。 

 

（２）計画期間 

令和３年度～令和７年度（５年間） 

次期ビジョンの計画期間である 10 年間（Ｒ３～Ｒ12）のうち，最初の５年間を計画期間

として，行動計画を定める。 

 

（３）策定スケジュール（案） 
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